
１．はじめに

われわれは、日常生活において固定観念にとらわれるた

めに新しい観点から思考できないことを経験する。そこで、

筆者は、固定観念にとらわれないで思考するという意識を

もつことにより、新たな問題解決場面において新しい観点

から思考することが可能になると考える。

Luchinsは、個人が問題解決を展開する上で先行経験が

負の影響を及ぼすことを示した。Luchinsは水がめ問題を

用いて繰り返しによる固着が生じることを示し、機能的固

着が負の影響をもたらすことを結論づけた1）。

Haylockは学校数学における数学的創造性について２

つの側面に分けている。１つは心的な硬さをくだくことで、

あと１つは自由な発想の幅広い思考をすることである。前

者は思考の固着を克服することや問題解決の構えをこわす

ことを意味している。これらはLuchinsの機能的固着に

関する心理学的な実験結果に基づいている。後者について

は、創造性研究の中で拡散的思考や発散的思考という用語

で位置づけられている思考である。具体的には流暢性、柔

軟性、独創性に代表されるような思考のなめらかさ、思考

の幅広さ、思考の新奇さなどを総称した思考である2）。

Haylockは、学校教育における数学的創造性には、思

考の固着の克服と拡散的思考という２つの視点で子どもた

ちの学習場面を設定することを提案している。算数や数学

の授業で用いる教材にこのような視点を取り入れた具体的

な教材の提示を工夫すること、また、それらを評価し子ど

もたちに思考の状況や結果を伝えることについて考察して

いる3）。

筆者は、これらの２つの視点：思考の固着の克服と拡散

的思考の間に関連があるのではないかと考えた。思考の固

着を克服するということは、同じ方法を用いて正しい解を

得ることができるが、他の方法でも正しい解を得ることが

できるかもしれないと考えることにより、続いていた同じ

方法以外の新しい方法で正しい解を得ることである。思考

の固着を克服することは、幅広いアイデアを生み出すこと

やめずらしいアイデアを生み出すという拡散的思考に関連

するのではないかと考え、中学生に対して調査を行った。

数学的な問題を用いた中学生への調査の結果、思考の固着
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を克服する傾向にある子どもたちは、思考の固着に依存す

る傾向にある子どもたちに比べて、思考の広さのいくつか

の観点のいずれにおいても、数量化した値は統計的に有意

に高い値を示した。すなわち、思考の固着を克服する傾向

にある子どもたちをできるだけ多くすることにより、幅広

いアイデアを生み出し新しいアイデアを生み出すことがで

きる子どもたちが多くなると考える4）。

わが国の小学校算数科の授業においては、近年問題解決

型授業が重視されまた主流になっている。「問題解決」と

いう用語は・Problem Solving・と同義である。1970年代

にアメリカの算数・数学教育関係者（研究者と実践者）、

学校教育関係者（指導主事などの行政職、学校長などの管

理職）にその後のアメリカの算数・数学教育の方向に関す

る調査が実施された。その結果をもとに1980年代以後の算

数・数学教育の方向性を促す勧告書が ・AnAgendafor

Action・5）である。10項目の勧告のうち最も重要である第

１勧告に・Problem Solving・の重要性が示された。この

・Problem Solving・はわが国では「問題解決」として紹

介され用いられるようになった。第２次世界大戦後の約10

年間はわが国では生活単元学習として社会科をコアをする

問題解決学習が展開された。1980年以後にわが国で用いら

れる「問題解決」は戦後の生活単元学習における問題解決

学習とは異なったものであり区別されている。近年および

現在における問題解決型授業では、教師が日常に関する場

面をまず提示する。続いて日常の事象の中で解決すべきこ

とを児童が発表し、算数・数学の問題が設定される。次に

問題を解くための見通しや筋道を算数・数学の方法を用い

て考え解決プランを立てる。そして、児童がアイデアを述

べ合い、それらを比較検討し、正解を求めるための様々な

考え方を吟味し合うという展開である。教師は、授業の流

れにそって子どもたちの自力解決や解決方法の発表、さら

に自分の考えの他人への説明などの際のディスカッション

の進行役を務めることになる。この進行の行い方によって

一連の子どもたちの活動が実りあるかどうかが問われるこ

とになる。わが国の授業研究では授業後に振り返りの協議

会が設けられ、ここではこの点を中心として授業者と参観

者による意見交換が行われる。このスタイルの研究授業は

・LessonStudy・という用語で外国に紹介されている6）。

このような問題解決型授業は、わが国では1980年から始

まったのではなくそれ以前から小学校算数科において「暗

黙の了解」的に望ましい授業として認知されていた。1980

年にアメリカから入ってきた・Problem Solving・は日本

の算数・数学教育の研究者や実践者の中で「問題解決」と

して研究され議論されるようになってきた。小学校算数科

においては、わが国で従来から職人的によい授業をされて

きた授業形態が近年になって問題解決型授業という名称で

明確化され、この形態の授業に関する様々な実践的研究が

取り組まれ現在も続いている。

筆者は、子どもたちに自力解決から集団解決に至る過程

で多様なアイデアを生み出させるような学習場面を設定す

ることが重要であると考える。思考の固着を克服すること

が多様なアイデアを生み出すことに関連するということが、

前述の研究結果4）から明らかになったことから、小学校算

数科において問題解決型の授業を展開するためには、教師

自身も思考の固着を克服することが重要であると考える。

すなわち、授業設計や授業展開において、思考の固着を克

服するという意識をもつことにより、ある教材についてど

の教師も行っている指導方法に捉われない新たな指導方法

を計画することが可能になると考える。また、授業実践時

において予定していた指導展開計画を児童の学習状況に合

わせて瞬時に変更していくことが可能になると考える。そ

こで筆者は、思考の固着を克服するという意識をもつこと

の経験と思考の固着を克服することをモニターすることの

関連について調べた。小学校教員志望学生を対象としての

実験結果から、思考の固着を克服することに対する経験の

ある被験者はその経験のない被験者よりも同様な問題解決

場面において思考の固着を克服する傾向にあることを見出

した7）。この結果は、思考の固着を克服するという経験は、

それをモニターすることを容易にすることを示している。

さらに、筆者は教員養成大学の大学生と女子大学で小学

校教員免許取得を希望する大学生を被験者として、繰り返

しによる思考の固着を克服することについて、同様な問題

を経験した被験者と経験していない被験者の間に違いがあ

るかを調べた。事前に思考の固着を克服することを経験し

ている被験者は経験していない被験者よりも容易に思考の

固着を克服する傾向があった。この結果から、小学校の教

員を志望する大学生は大学時に思考の固着を克服すること

を経験することにより、将来小学校の実践場面で思考の固

着を克服することを意識できやすくなること、またその結

果として算数科の問題解決型授業を行うための授業計画の

作成、授業展開過程において思考の固着を克服することが

有意義であることを考察した8）。続いて筆者は教育心理学

的な視点から、教員志望の大学生が思考の固着を克服する

ことを経験することは子どもたちに新しいアイデアを生み

出す機会を与えることにつながることや固着することと固

着を克服することを場面により使い分けることができる子
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どもを育成することの意義について考察した9）。

本研究では、過去の経験の有無だけでなく一定時間前の

経験、直前の経験など経験してからの経過時間による違い

をも含めて、思考の固着を克服することについての様相を

考察したい。

２．研究の目的

小学校教員免許取得を希望する大学生に対して、思考の

固着を克服することに関する数学的な問題を用いて実験を

行い、過去に経験がない場合、約１時間前に経験した場合、

直前に経験をした場合の３通りにより、思考の固着を克服

することにどのような違いがあるかを見出すことを本研究

の目的とする。

３．研究の方法

� 被験者と実験の時期

同志社女子大学の大学生を被験者とした。2005年現代社

会学部現代こども学科入学生には、2005年10月「現代こど

も学概論B」で実験を実施した。この被験者をA群と名

付ける。2004年現代社会学部現代こども学科入学生には、

2004年５月に「現代こども学概論A」で実験を実施した

この被験者をB-1群と名付ける。2009年度秋学期「数の

社会学」受講生には2009年10月にその授業の初回に実験を

実施した。この被験者をB-2群とする。「数の社会学」受

講生は2009年現代社会学部現代こども学科入学生が最も多

いが2007年同学科入学生や他学部他学科生の若干名含まれ

ている。2006年現代社会学部現代こども学科入学生には

2006年10月に「現代こども学概論B」で実験を実施した。

この被験者をC群とする。

� 実験の方法

A群に対しては、問題２のみが印刷されたプリントを

配布し、問題文を読み上げ例を説明した後に問１から問６

を記入するように指示した。なお、問６まで記入し終えた

者は筆記用具を置くように指示した。一旦書き終えて筆記

用具を置いた後に修正はしないように注意した。全員が筆

記用具を置いた状態で、思考の固着に依存することと思考

の固着を克服することについて説明した。

B-1群とB-2群については、90分の授業の最初に問題１

を行わせた。問題１の問題文を読み上げ例にしたがって長

方形を３つ、５つ、７つ、９つに同じ大きさ・同じ形に分

けるように指示した。他人と相談せずに長方形を９つに分

けるまで順に記入するように指示し、記入し終わったら筆

記用具を置くように指示した。全員が筆記用具を置いた後

に長方形を９つに分けるのに２通りの方法があることを確

認し、思考の固着に依存すること、思考の固着を克服する

ことについて説明した。その後他の内容の学習を行い問題

１を終えた約40分後に問題２のプリントを配布しA群と

同様に実施した。

C群については、90分の授業の後半の時間帯にまず問題

１をB-1群、B-2群と同様な方法で行わせ、全員が筆記用

具を置いた後に９つに分けるのに２通りがあり、思考の固

着に依存することと思考の固着を克服することの２つがあ

り両方とも価値があることを説明した。その後すぐに問題

２を配布しA群と同様に行わせた。

� 問題について

１）問題１

〈問題１〉

「同じ形同じ大きさの長方形が５つ書かれています。例の

ように、長方形を同じ形同じ大きさの２つに分けるにはま

ん中にたてに線を入れる必要があります。同じ形同じ大き

さに、３つ、５つ、７つ、９つに分けるには、どれだけの

線をかく必要がありますか。実際にかきなさい。」（長方形

のまん中にたてに線を引き２つに分けた図が例として示し

てあり、その下に３つ、５つ、７つ、９つに分けるために

線を入れるための長方形を順に記述したプリントを配布し

た。）
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〈思考の固着と克服と依存〉

２つの等しい部分に分けるためには、まん中にたてに１

本の直線をかく必要があるため、３つの等しい部分に分け

るためには等間隔にたてに２本の直線をかく必要がある。

そこで、５つ、７つ、９つの等しい部分に分けるためにも

同様に等間隔にたてに４本、６本、８本の線をかく必要が

ある。これが思考の固着に依存した人の思考である。

それに対して、例でまん中にたてに１本の直線がかかれ

ており、３つ、５つ、７つと等しい部分に分けるために等

間隔にたてに２本、４本、６本と直線をかくことにより同

じ形同じ大きさに分けることができるが、９つに分けるた

めにはたてに２本よこに２本の直線をかく。３つ、５つ、

７つと分けるためにたてに等間隔に線をかくという繰り返

しの慣れによる思考の固着があったが、線の異なった引き

方はないかという意識を働かせることで、９つに分ける場

合については３つ、５つ、７つと違った分け方を見つける

ことができた。これが思考の固着を克服した人の思考であ

る。

２）問題２

〈問題２〉

３つの水差しがあります。これらの水差しを用いて、水

の量を測る方法（測定方法）を見つけてください。

例 測定量 55cm3 A 10cm3 B 63cm3 C2cm3

測定方法 B－A＋C

問１ 測定量 52cm3 A 10cm3 B 64cm3 C1cm3

測定方法

問２ 測定量 14cm3 A100cm3 B124cm3 C5cm3

測定方法

問３ 測定量 3cm3 A 10cm3 B 17cm3 C2cm3

測定方法

問４ 測定量 100cm3 A 21cm3 B127cm3 C3cm3

測定方法

問５ 測定量 20cm3 A 23cm3 B 49cm3 C3cm3

測定方法

問６ 測定量 5cm3 A 50cm3 B 65cm3 C5cm3

測定方法

〈思考の固着の克服と依存〉

問１から問４まではいずれもB－A－2Cとなる。同じ

解がいくつか続いたことにより、次の問いも同じ解になる

かもしれないと考えることにより容易に解を得ることがで

きたという経験から、問５もB－A－2Cで解と得ること

ができるのではないかと予想し、確かめたところ正しいこ

とからB－A－2Cが問５の解であることを結論づける。

また、問６も同様にB－A－2Cを予想しそれが正しいこ

とを確かめ、問１から問５まで同じ解が続いたことにより

確信をもってB－A－2Cを解とする。これが思考の固着

に依存した人の思考である。

これに対して、問１から問４までB－A－2Cと同じ解

が続いているが、その各々を見出すときにおいて、いくつ

か同じ解が続いているが新しい問いを考え始めるたびに次

の問いは違った解であるかもしれないという意識をもちつ

つ問題に向かう人もいる。このような人は問５に出会った

ときに必ずしもB－A－2Cにならないという意識を働か

しつつ解を求めようとするため、B－A－2Cよりも簡潔な

A－Cという解を見出す。さらに、問６については、B－

A－2Cでない解が問５に生じたため、次もB－A－2Cと

なるであろうという予測をさらに弱め、複数個の水差しを

使わなければならないという必要性もないため、Cのみで

測定が可能であり、Cが解であるという結論を出す。この

ように考えた人は、思考の固着を克服した人の思考である。
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４．研究の結果

� A群

問題２のみを実施したA群104人の思考の固着について

は次のようであった。

・思考の固着に依存した人 69人 66.3％

・思考の固着を克服した人 35人 33.7％

� B群

問題１を行ってから約40分間を別の内容の授業を行って

から問題２を実施した。B-1群104人とB-2群56人の思考

の固着については次のようであった。

〈B-1群〉

・思考の固着に依存した人 47人 45.2％

・思考の固着を克服した人 57人 54.8％

〈B-2群〉

・思考の固着に依存した人 24人 42.9％

・思考の固着を克服した人 32人 57.1％

� C群

問題１を行ってすぐに続いて問題２を行ったC群110人

の思考の固着については次のようであった。

・思考の固着に依存した人 35人 31.8％

・思考の固着を克服した人 75人 68.2％

５．考 察

問題２のみ行ったA群は66.3％が思考の固着に依存し

33.7％が思考の固着を克服した。問題１を行って思考の固

着に関する知識や情報を得た後に他の学習を約40分行い、

その後問題２を行ったB群については、B-1群では45.2％

が思考の固着に依存し54.8％が思考の固着を克服した。ま

た、B-2群では42.9％が思考の固着に依存し57.1％が思考

の固着を克服した。

A群は、思考の固着に依存した人の割合が思考の固着

を克服した人の割合よりも高いのに比べて、B-1群、B-2

群は思考の固着を克服した人の割合が思考の固着に依存し

た人の割合よりも高かった。これは、問題２を行う約40分

前に問題１を経験したことの効果であると考えられる。問

題１と問題２が同じ種類の問題であることに気づき、問題

２を行っているとき問題１の経験や問題１を行ったあとで

得た情報（思考の固着を克服することについての解説）を

モニターした人が多いため、割合が高くなったと考える。

C群については、31.81％が思考の固着に依存し、68.2

％が思考の固着を克服した。B-1群B-2群に比べて、思考

の固着に依存した人の割合が減少し、思考の固着を克服し

た人割合が上昇した。これは、B-1群B-2群は問題１を行っ

た約40分後に問題２を行ったが、C群は問題１を行った直

後に問題２を行ったためであろう。すなわち、同じ種類の

問題を行う場合、直前の経験がモニターを容易にさせる傾

向があるということである。同じ種類の問題である場合、

思考の固着を克服することを意識しモニターするためには

出来るだけ直前の経験が望ましいと考える。
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図４ 各群における〈依存〉と〈固着〉の比較



６．おわりに

本研究では、思考の固着を克服することの、A群：過

去の経験なし、B群：約40分前に類似問題の経験あり、C

群：直前に類似問題の経験あり、の３つの分類のもと大学

生への実験を行い、思考の固着を克服した人の割合を比較

した。A群（過去の経験なし）よりは、B群C群が、思

考の固着を克服した人の割合が高かった。このことにより、

思考の固着の克服について、過去の経験があることは、そ

のモニターリングに効果的であると考える。

また、B群（B-1群、B-2群）よりもC群の方が思考の

固着を克服した人の割合が高かったのは、類似問題の経験

は、直前の方が一定時間前よりもそのモニターリングが容

易であることを示していると考える。

本研究の被験者には小学校教員志望学生が多く含まれて

いたことから、小学校の学校現場で、思考の固着を克服す

るという意識をもって仕事に挑んでほしいと考える。子ど

もたちの創造性を高めていくために教師自らがそのような

意識をもち、授業計画や授業展開を工夫してほしいと考え

る。

また、教育現場にとらわれずに様々な職場において、思

考の固着を克服するという意識をもつことによって、固定

観念にとらわれない見方・考え方を、職業の様々場面で生

かしていくことが可能になると考える。思考の固着に依存

しることはすでにもち備えているアイデアを利用すること

ととらえることができる。社会においては既存のことを有

効に利用することも重要である。このように考えると、思

考の固着を克服すること、思考の固着を依存することの両

方を意識して場面によって使い分けることが有効なのかも

しれない。そのためにも思考の固着を克服することと思考

の固着に依存することの両面を意識する経験を大学在学中

にもつことは大切であると考える。
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